
 

（第２号様式）   
令和６年４月 22 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立小田原高等学校長（全日制）  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月６日実施） 

総合評価（３月 25日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

新しい時代に必
要となる資質・
能力の育成を目
指し、特性や地
域・学校の実情
等を踏まえなが
ら、カリキュラ
ム・マネジメン
トに取り組む。 

①SSH としての特色
ある教育課程の編
成及び運用の検討
を 重 ね る と と も
に、生徒の自己実
現に向けた履修指
導を行う。 
②主体的・対話的
で深い学びの視点
を踏まえた授業実
践に向けて取組の
充実を図る。 
③新学習指導要領
に基づく教育課程
について、適切な
運 用 方 法 を 検 討
し、確実に実施す
る。 

①SSH としての本校
独自の教育課程の編
成及び生徒の履修希
望科目に沿った講座
の編成や時間割の作
成に努める。 
②校内及び公開研究
授業等を通じ、生徒
の主体的かつ論理的
思考力の育成を目指
した授業を実践す
る。 
②探究活動を中核と
したサイエンスプロ
グラムに取り組むこ
とにより科学的探究
力、協働力、創造力
の育成に取り組む。 
③生徒の履修希望科
目に沿った講座を編
成し、時間割を作成
する。 

①SSH としてふさ
わしい教育課程と
なっているか。 
②「生徒による授
業評価」におい
て、課題解決に関
する評価項目（３
と６）の回答のう
ち、50％以上が
「（項目４）かな
り当てはまる」で
あったか。 
②生徒が主体的に
探究活動に取り組
み、成果を表現で
きたか。 
③生徒の履修希望
科目に沿った講座
を編成し、時間割
を作成できたか。 

①探究活動を中心とした教
育課程の編成を行うため
に、各教科で授業研究を行
った。 
 
②12 月実施の第２回目「生
徒による授業評価」におい
て、評価項目３及び６の
「（項目４）かなり当ては
まる」の回答はそれぞれ
50.4、47.0％であった。 
 
③生徒の履修希望科目に対
応した時間割を編成でき
た。また、新学習指導要領
に基づく教育課程につい
て、適切な運用方法を検討
した。 
 
 
 
 

①今後は週単位数（現行
33 単位）や 1 コマ当たり
の時間数（通常 65 分）の
見直しなど大幅な改変も
視野に入れて検討してい
く。 
②値が例年よりも若干低
く、目標値を下回ったも
のもあるが、今後も探究
活動を中心とした学習を
展開できるよう、教員の
指導・助言におけるスキ
ルアップを目指す。 
 
③SSHとしての本校独自の
教育課程の運用を実現す
るために、理数探究の担
当教員及び時間割編成の
シミュレーションを進め
る。 

①「SSH」としての新た
な取組みに挑戦しつ
つ、来年度から指定を
受ける「学力向上進学
重点校」としての役割
も維持できるよう期待
する。 

③生徒の履修希望科目
に対応した時間割を編
成できた。また、理数
探究の３クラス同時展
開での運用を編成し
た。時間割編成の制約
が大きい中、持続的に
理数探究を運用できる
かが課題である。 
 

③生徒の進路希望を踏
まえた上で、SSH とし
ての独自の教育課程を
実現するため、履修希
望段階での選択科目の
組合せを検討する。 

２ 

( 幼 児 ・ 児
童・) 
生徒指導・
支援 

①学校行事、部
活動、委員会活
動を更に充実さ
せ、その活動を
通じて、人間形
成を図り、全人
教 育 を 実 践 す
る。  
②生徒一人ひと
りの個を尊重し
た支援体制をさ
ら に 充 実 さ せ
る。 

①学校行事、部活
動、委員会活動に
おける課題解決を
目指し、課題解決
能力やコミュニケ
ーション能力の育
成を図る。 
②教育相談全体支
援会議と職員が協
力して支援に必要
な生徒の対応にあ
たる。 

①行事や部活動等で
職員の助言等のも
と、生徒が課題を見
つけ、話し合い等を
通じて、必ずしも過
去の取組に捉われ
ず、その解決を目指
すよう指導する。 
②教育相談全体支援
会議で支援を必要と
する生徒の情報を集
約し関係職員と共有
しながら適切な支援
を行う。 
②中間検討会資料や
新たな教育課題に関
する資料を適切に作
成して生徒の情報共
有や教員の資質向上
に資する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①行事や部活動等
で生徒が課題を見
つけ、話し合い等
を通じて、新たな
工夫等も考えなが
らその解決を目指
すことができた
か。 
②職員が本校の支
援体制を理解し、
支援が必要な生徒
の情報を共有し適
切な支援を行うこ
とができたか。 
②中間検討会や新
たな教育課題に関
する資料を作成・
配付し、支援が必
要な生徒の情報共
有や 教員の資質
向上に資すること
ができたか。 

①文化祭、体育祭において
は、生徒が職員と密にコミ
ュニケーションをとりつ
つ、主体的に企画、運営を
行うことができた。 
②SC や SSW との連携も含
め、チームとなって生徒を
支援することができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①後期の行事においても
生徒が主体となって運営
できるよう、生徒への助
言指導を密に行ってい
く。 
②支援を必要とする生徒
に対し、より良い支援を
行えるようにする。 

①今後も生徒の成長を
促せるような学校行事
の運営を期待する。部
活動も多くの部が関
東・全国大会へ出場し
てくれることを期待す
る。 
②支援を必要としてい
る生徒に、よりよい支
援を行える体制を今後
も整えてほしい。 

①学校行事では、教
員、生徒間のコミュ
ニケーションを密に
とりつつ、生徒の主
体的な行事運営によ
って実施できた。 
②教育相談に関して
は、SC や SSW と連携
して、本校の支援体
制を整え、生徒を支
援することができ
た。 

①学校行事を運営す
る生徒は毎年交代す
るが、運営方法の引
継ぎがうまくなされ
るように支援し、引
き続き教員とのコミ
ュニケーションを密
にとることを意識し
て、生徒の成長を促
せるような学校行事
にする。 
部活動に関しては、
インストラクターな
ど外部指導者も活用
して、活動を支援す
る。 
②SC,SSW を活用し、
よりよい解決方法を
探れるような体制づ
くりに努める。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月６日実施） 

総合評価（３月 25日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導・
支援 

生徒が進路希望
の実現を達成で
きるよう、目的
意識を持たせて
学 習 意 欲 を 高
め、自主的に人
生設計ができる
資質を育む等、
進路指導の充実
を目ざす。 

① 学習指導と 
連携し、生徒の進
路希望を共有して
教科における学習
活動やキャリア学
習 の 機 会 を 提 供
し、生徒を支援す
る体制を整える。 
② 補習・講習及び

実力試験を効果
的に実施すると
ともに、その分
析結果を生徒と
共有することで
生徒の進路意識
を高め、進路路
実績を伸ばす。 

①生徒の進路希望の
実現に有益な学習の
機会を提供してきめ
細かなサポートを行
い、進路や学習に対
する意識を高める。 
②実力試験等の結果
から年次ごとの特徴
を分析し、適した働
きかけを行い、実力
を伸ばす支援を行
う。 
 

①キャリア行事や
模擬試験等に、生
徒が目的を理解し
て積極的に取り組
んでいるか。 
② 難関大学への 
合格者数、進学者
数等の進路実績を
高めるための具体
的な取組を実践で
きたか。 

 

①生徒の進路希望の実現に
向け、細やかなサポートを
提供し、進路と学習に対す
る意識を高めた。進路説明
会、先輩大学生との進路学
習会、インターンシップ、
模擬試験など、様々な活動
を実施した。 
②実力試験などの結果をも
とに、年次ごとの特徴を分
析し、適切なアプローチを
採り、実力を伸ばす支援を
行なった。生徒には進路説
明会で分析報告を共有し、
職員には会議で分析結果を
伝え、生徒の強みや弱点、
伸ばすべき点などを共有し
た。 
 

①キャリア行事や模擬試
験など、目的を理解し積
極的に取り組むことがで
きた。今後も目的を理解
し、積極的に取り組める
ようにサポートに力を注
ぐ。 
 
 
②難関大学への合格者数
や進学者数については、
今後の結果を注視する。 

①職員の他に同窓会等
に協力してもらいなが
ら、引き続き生徒の学
習の場を多く提供して
ほしい。 
  
②難関校の合格者増と
人間形成の両方の実現
を目指してほしい。 

①生徒の進路に関す
る希望を調べ、その
情報を共有すること
ができた。さらに、
キャリアに関する行
事を通して、生徒が
将来の目標を達成す
るための学習機会を
提供し、支援を実施
した。 
②模擬試験のデータ
を分析し、前年度や
他校との比較資料を
作成、教職員間で情
報共有することがで
きた。  

①キャリア行事への
取組を生徒が理解し
やすい環境を整え、
模擬試験や入学試験
の分析結果などの情
報を、進路説明会や
個別の面談を通じて
生徒に提供し、支援
していく。 
②年次ごとの学力特
性をしっかり分析
し、外部リソースの
活用や学校内での取
組を、適切で柔軟な
方法で進めていく。   

４ 
地域等との協
働 

 
地域との協働を
推進し、地域か
ら信頼される学
校づくりを進め
る。 

①生徒一人ひとりの
幅広い学力の育成の
ため地域等の教育力
を活用する。 
 
②地域に開かれ、
地域と共にある学
校を目指し、学校
の教育活動の情報
提供や学校運営協
議会の促進等を行
う。 

①地域と連携し防災
訓練･研修会等を実施
する。 
①地域貢献活動等を
計画して積極的に参
加･実施する。 
②学校説明会･学校カ
ミングデー･県西地区
合同説明会等を開
催、参加して地域か
ら信頼される学校づ
くりを推進する。 
②ホームページを充
実させ、日々の教育
活動を誰が見ても分
かりやすく提供す
る。 
 

①防災避難訓練実
施での職員間の連
携及び生徒が適切
に身を守る防災活
動を実施したか。 
①地域貢献活動
(年 3 回)を実施し
たか。 
②学校説明会･学
校カミングデーの
開催及び県西地区
合同説明会等に参
加して目的を達成
できたか。 
②地域に開かれ地
域と共にある学校
を目指して学校の
教育活動の情報提
供や学校運営協議
会の促進等を行え
たか。 

①防災避難訓練(年 2 回)は
予定通り実施して準備して
いる。 
第 1 回避難訓練 4 月 25 日
実施 
第 2 回避難訓練 12 月 22 日
実施 
①地域貢献活動は、予定通
り実施し準備している。 
地域貢献活動(1 年)9 月 19
日実施 
地域貢献活動(3 年)10 月 17
日実施 
地域貢献活動(2 年)11 月 14
日実施 
②校内で企画・立案した学
校説明会･県西地区合同説
明会等は予定通り開催でき
た。また学校カミングデー
等は準備を進めている。 
②ホームページの更新のタ
イミングを見直し、日々の
教育活動に関する情報提供
をタイムリーに行うことが
できた。 

①防災避難訓練実施での
職員間の連携及び生徒が
適切に身を守る防災活動
を実施できた。 
①今年度の地域貢献活動
は予定通り実施し準備で
きている。しかし今年
度、海岸清掃等の計画を
検討したが実施できなか
ったため来年度再度検討
して実現に努める。 
 
②今年度の県西地区合同
説明会等は予定通り全て
開催できた。本校で行う
学校説明会では参加者の
アンケートを活かして実
施する。 
②各グループとの連携を
密にして、配信する情報
の収集に努めるととも
に、より迅速に更新でき
るようなシステムを検討
する。 

②校内外の学校行事等
をコロナ禍の前のよう
に戻して実施していく
ことが必要である。先
日行われた卒業式は伝
統を重んじた式でよか
った。 
②引き続き、小田原高
校の様子や今後の取組
み等を地域等に広く発
信していく必要があ
る。 

①生徒の命を守る防災
対策の一つ防災避難訓
練は予定通り実施でき
た。しかし地域と連携
した活動が出来なかっ
たため今後実現した
い。 
①地域貢献活動はコロ
ナ禍前の活動に戻り予
定通り実施できた。清
掃活動の範囲を地域と
連携して広い活動を目
指す。 
②企画した学校説明会
(3 回)､学校カミングデ
ーの開催は予定通り実
施した。また県西地区
の合同説明会等も実施
した。 
②校内の学校儀式(入
学式･卒業式)も従来の
形態で実施できた。 
 

①本校は二課程のため
定時制との連携をさら
に進め防災対策を強化
に努めたい。 
 
 
①学校運営協議会の機
会を活用して自治会と
協働して地域連携活動
を進めていきたい。 
 
②SSH 課題研究連携と
して地元企業の協力
を得て来年度も探究
活動の推進に努め
る。 
 

５ 
学校管理 
学校運営 

①生徒の目標を
達成するため、
学 校 内 外 の 人
的・物的資源を
活用し、教職員
の人格的資源・
専門性の向上を
図る。 
②教職員全体で
事故防止に取り
組む。 

①地域や多様な他
者との連携・協働
体制及びインフォ
ーマル教育に係る
環境と支援体制を
整え、SSH 事業を推
進する。 
②職員一人ひとり
の意識改革及び組
織的に業務を遂行
す る こ と で 、 事 
故・不祥事防止の
徹底を図る。 

①学校運営協議会を
活用するとともに外
部関連機関との協
働・支援体制を構築
する。 
②マニュアルに基づ
いて組織的な成績処
理体制を整える。 
②「入学者選抜」に
ついて、実施要項に
更なる工夫を加える
とともに研修会を実
施し事故・不祥事防
止の徹底を図る。 

①SSH の取組とし
て、外部との連携
による協働体制及
び支援体制が構築
できたか。 
②「成績処理」マ
ニュアルに基づい
て、組織的に成績
処理を行ったか。 
 ② 「 入 学 者 選
抜」の実施要項に
基づいて業務を遂
行し事故・不祥事
を未然に防ぐこと
ができたか。 

①学校運営協議会を活用す
るとともに外部関連機関と
連携し、SSH 事業を推進し
た。 
②成績点検日を設定し、マ
ニュアルに基づいて、組織
的に成績処理を行った。 
②入学者選抜では出願シス
テム変更に伴い、実施要項
を改定し、事故・不祥事防
止を徹底した。 
 

①課題研究の１領域に１
企業が対応できる体制が
とれるように、企業連携
バンクの取組を充実させ
る。 
②組織的な成績処理のノ
ウハウの構築及び不祥事
防止の徹底を図ってい
く。 
②更に円滑な入学者選抜
業務遂行に向けて、実施
要項の改善及び職員の意
識改革を進めていく。 

①学校運営協議会を活
用するとともに地域及
び同窓会等の人的・資
源をフルに活用するこ
とで更に教育活動が活
性化すると考える。ま
た、今年度から配置さ
れた SSW を活用し地域
関連機関との協働によ
る生徒支援体制の確立
を期待する。 
②今後も、職員一人ひ
とりの意識向上を図り
事故・不祥事防止を徹
底してほしい。 

①SSH については地域
関連機関との連携が
進み、次のステップ
への準備が整った。 
①地域住民とコミュ
ニケーションを図り
ながら地域の教育資
源を更に活用してい
く必要である。 
②成績処理等につい
て、点検日を設ける
など、組織的な点検
体制を整え、事故・
不祥事防止の徹底を
図った。 

①SSH については、企
業連携バンクの充実
を図り、生徒の課題
研究体制を整える。 
①地域との連携・協
働による取組を１つ
ずつ実現していく。 
②職員一人ひとりの
意識改革に継続的に
取り組むとともに、
職場環境や校内マニ
ュアル等を更に改善
し、事故・不祥事防
止の取組を徹底す
る。 



 

 


